
（11） 第２３３号平成２５年（２０１３年）１１月１７日
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●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
（
第
２
次
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ　

億
１８

８
４
１
６
万
円
を
追
加
し
、
予

算
額
は
１
１
８
８
億
１
５
１
５

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化

さ
せ
る
た
め
、
賃
貸
物
件
等
を

利
用
し
て
認
可
保
育
所
を
開
設

す
る
事
業
者
に
対
し
、
改
修
費

及
び
賃
借
料
を
補
助
す
る
経
費

や
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追

加
計
上
な
ど
で
す
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
介
護
保

２５

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
４

２
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予

算
額
は
１
９
９
億
５
２
０
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
中
野
区
歌
に
関
す
る
審
議
会

設
置
条
例

　

中
野
区
歌
を
制
定
す
る
に
当

た
り
、
区
長
の
附
属
機
関
と
し

て
、
中
野
区
歌
に
関
す
る
審
議

会
を
設
置
し
、
そ
の
所
掌
事
項
、

委
員
の
構
成
、
会
議
等
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
。

●
災
害
対
策
用
備
蓄
物
資
の
買

入
れ
に
つ
い
て　

　

災
害
対
策
用
物
資
と
し
て
備

蓄
す
る
サ
バ
イ
バ
ル
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
の
購
入

に
当
た
り
、
議
決
を
し
た
も
の

で
す
。 

●
中
野
区
特
別
区
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

①
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
う
も
の
で

す
。
②
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
に
係
る
区
民
税
の
特
別
徴
収

に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
も
の

で
す
。
③
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
の
適
用
期
限
の
延
長

及
び
限
度
額
の
拡
充
に
つ
い
て

規
定
す
る
も
の
で
す
。
④
公
社

債
等
及
び
株
式
等
に
係
る
所
得

に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。
⑤
東
日

本
大
震
災
に
係
る
被
災
居
住
用

財
産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限

の
延
長
の
特
例
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

●
中
野
区
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

橋
場
保
育
園
の
位
置
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

宮
園
保
育
園
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
議
決

を
し
た
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て

　

宮
の
台
保
育
園
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
議

決
を
し
た
も
の
で
す
。

●
中
野
中
学
校
新
校
舎
建
設
工

事
請
負
契
約
に
係
る
契
約
金

額
の
変
更
に
つ
い
て

　

賃
金
水
準
が
上
昇
し
た
こ
と

に
伴
い
工
事
金
額
を
増
額
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
契
約
金

額
を　

億
６
３
１
０
万
２
千
円

２３

か
ら　

億
５
３
９
９
万
円
に
変

２４

更
す
る
に
当
た
り
、
議
決
を
し

た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
保
育
所
に
お
け
る
保

育
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

保
育
料
及
び
延
長
保
育
料
の

額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
負

担
額
の
適
正
化
の
た
め
の
措
置

に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
す
。

 
●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

第　

回
東
京
都
道
路
整
備
事

２４

業
推
進
大
会
に
議
員
を
派
遣
す

る
も
の
で
す
。

●
意
見
書

（
２
件
・
次
項
に
掲
載
）

 　

議
案
の
審
議
に
あ
た
り
、
次

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

 
◆
反
対
討
論

　

岩
永　

し
ほ
子 

（
共
産
）

 

（
審
議
結
果　

可
決
）

  　

真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
国
と
地
方
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
、
地
方
が

そ
の
責
任
と
権
限
に
応
じ
た
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
地
方
税

財
源
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ

る
。 議

員
提
出
議

議
員
提
出
議
案案

議

案

議

案

にに

対
す
る
討

対
す
る
討
論論

中
野
区
保
育
所
に
お
け
る

保
育
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

可
決
し
た

意
見
書

第３回
定例会

◆
地
方
税
財
源
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書

　

す
な
わ
ち
、
地
方
全
体
で
巨

額
の
財
源
不
足
が
生
じ
て
い
る

中
、
ま
ず
は
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
を
行
う
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
地
方
税
財
源
の
拡
充
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
平

成　

年
度
税
制
改
正
で
導
入
さ

２０
れ
た
地
方
法
人
特
別
税
及
び
地

方
法
人
特
別
譲
与
税
の
よ
う
に
、

地
方
固
有
の
税
を
地
方
間
の
財

源
調
整
に
用
い
る
よ
う
な
対
応

は
、
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
や
全
国
知
事

会
に
お
け
る
学
識
経
験
者
の
検

討
会
等
で
は
、
地
方
税
で
あ
る

法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
と

い
っ
た
、
特
別
区
を
含
む
都
市

部
の
財
源
を
狙
い
撃
ち
に
す
る

よ
う
な
案
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

中
野
区
に
は
、
急
激
に
押
し

寄
せ
る
高
齢
化
へ
の
対
応
や
、

高
度
成
長
期
に
全
国
に
先
駆
け

て
建
設
さ
れ
た
多
く
の
公
共
施

設
が
改
築
時
期
を
迎
え
て
い
る

な
ど
、
大
都
市
特
有
の
財
政
需

要
が
存
在
し
て
お
り
、
税
収
の

多
さ
の
み
に
着
目
し
て
、
財
政

的
に
富
裕
で
あ
る
と
断
ず
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
。

　

限
ら
れ
た
地
方
税
に
よ
る
調

整
で
は
、
地
方
財
政
が
直
面
し

て
い
る
問
題
の
根
本
的
な
解
決

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
限
ら

れ
た
地
方
税
源
の
中
で
財
源
調

整
を
行
う
の
で
は
な
く
、
地
方

が
担
う
権
限
と
責
任
に
見
合
う

地
方
税
財
源
の
拡
充
と
い
う
本

質
的
な
問
題
に
取
り
組
む
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
あ
て
〉

 　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
若
い

世
代
の
働
き
方
や
暮
ら
し
方
が

変
化
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
労

働
者
や
共
働
き
世
帯
が
増
え
た

今
、
若
い
世
代
が
本
来
望
ん
で

い
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
崩

れ
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
悩
む
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

中
で
も
、
働
く
貧
困
層
と
い

わ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
か
ら

抜
け
出
せ
ず
に
結
婚
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
若
い
世
代
の
増
加

や
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に

悩
む
女
性
の
増
加
、
正
規
雇
用

で
あ
り
な
が
ら
過
酷
な
労
働
環

境
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
若
年
労
働
市
場
の
実
態
な

ど
、
今
の
若
い
世
代
を
取
り
巻

く
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、

年
々
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
国
を
挙
げ
て
、
若
い
世

代
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
環

境
等
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
若
い
世
代
が
仕
事
と
生

活
の
調
和
を
保
ち
、
安
心
し
て

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
一
層
の

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
く
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
に
対

策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま

す
。 ◆

若
い
世
代
が
安
心
し
て

就
労
で
き
る
環
境
等
の

整
備
を
求
め
る
意
見
書

一
、
世
帯
収
入
の
増
加
に
向
け

て
、
政
労
使
に
よ
る
「
賃
金
の

配
分
に
関
す
る
ル
ー
ル
」
作
り

を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
正
規

・
非
正
規
間
の
格
差
是
正
、
子

育
て
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
最
低
賃

金
引
き
上
げ
に
向
け
た
環
境
整

備
を
進
め
る
こ
と
。

二
、
労
働
環
境
が
悪
い
た
め
に

早
期
に
離
職
す
る
若
者
も
依
然

と
し
て
多
い
こ
と
か
ら
、
劣
悪

な
労
働
環
境
下
で
仕
事
を
強
い

る
企
業
に
対
し
て
、
違
法
の
疑

い
が
あ
る
場
合
等
の
立
入
調
査

の
実
施
や
悪
質
な
場
合
の
企
業

名
の
公
表
な
ど
を
検
討
し
、
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
。

三
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
を
可

能
と
す
る
た
め
に
、
地
域
限
定

や
労
働
時
間
限
定
の
正
社
員
な

ど
多
元
的
な
働
き
方
を
普
及
・

拡
大
す
る
環
境
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
短
時
間
正
社
員
制

度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
在
宅
勤
務

な
ど
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
。

四
、
仕
事
や
子
育
て
等
に
関
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

若
い
世
代
へ
の
支
援
策
が
よ
り

有
効
に
実
施
・
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
利
用
度
や
認
知
度
の
実
態

を
踏
ま
え
、
必
要
な
運
用
の
改

善
や
相
談
窓
口
等
の
周
知
、
浸

透
等
に
努
め
る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
あ
て
〉

区
長
提
出
議

区
長
提
出
議
案案

可
決
し
た

議

案

第３回
定例会

　

平
成　

年
９
月　

・　

日
に
、
中
野
体
育
館

２５

２８

２９

で
、
第　

回
国
民
体
育
大
会
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

６８

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
で
あ
る
「
フ

ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」「 
躰  
道 
」
が
行
わ
れ
ま

た
い 

ど
う

し
た
。（
１
面
に
関
連
写
真
掲
載
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
開
始
式
に
伊
東
し
ん
じ
議
長
が

出
席
し
、
区
議
会
代
表
と
し
て 
挨  
拶 
を
行
い
ま

あ
い 

さ
つ

し
た
。

国
民
体
育
大
会

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

開
始
式


